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号
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表
紙
は
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煮
干
し
の
入
札
会
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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新
　
人
　
紹
　
介

新
　
人
　
紹
　
介

深
ふか
江
え
　悠

ゆう
太
た

【配　属】

第２冷凍工場
【出身校】

長崎鶴洋高校
【趣　味】

野球、釣り

一日でも早く仕事を覚え
て、毎日元気に若さを活
かして頑張ります！

佐
さ
藤
とう
　匠

たく
真
ま

【配　属】

製氷工場
【出身校】

長崎鶴洋高校
【趣　味】

野球、釣り

仕事内容を一日でも早く
覚え、貢献できるよう一
生懸命頑張ります！

篠
しの
﨑
ざき
　　仁

じん

【配　属】

長崎漁港加工センター
【出身校】

長崎総合科学大学
【趣　味】

スポーツ観戦

一日でも早く仕事を覚えて、
戦力になれるように精一杯頑
張ります！

塚
つか
本
もと
　広

こう
大
だい

【配　属】

指導課
【出身校】

福山大学
【趣　味】

熱帯魚観賞

長崎県の水産業に貢献で
きるように頑張ります！
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澁
しぶ
川
かわ
　大

だい
典
すけ

【配　属】

製氷工場
【趣　味】

子育て

仕事を早く覚えて、事故が
ないように頑張ります！

松
まつ
川
かわ
　拓

たく
海
み

【配　属】

製氷工場
【出身校】

長崎商業高校
【趣　味】

音楽鑑賞、ピアノ

地元の長崎に貢献できるよ
う毎日元気に全力で頑張り
ます！

島
しま
元
もと
　咲

さ
彩
あや

【配　属】

経理課
【出身校】

長崎女子商業高校
【趣　味】

手芸

何事にも全力で取り組みま
す！よろしくお願いしま
す！

吉
よし
田
だ
　紘

ひろ
斗
と

【配　属】

購買課
【出身校】

長崎商業高校
【趣　味】

ボーリング、カラオケ

迷惑をかけることが多くあ
ると思いますが、笑顔で明
るく頑張っていきます！

松
まつ
本
もと
ひなの

【配　属】

県南事業所
【出身校】

長崎商業高校
【趣　味】

音楽を聴くこと

一日でも早く仕事を覚えて、
お役に立てるように頑張り
ます！
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【
放
流
種
苗
の
受
け
皿
と
し
て
の
活
用
事
例
】

◎
貝
藻
く
ん
・
保
護
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
の
効
果

　
対
馬
市
美
津
島
町
で
は
二
〇
一
六
年
か
ら
継
続
し
て
、

漁
港
内
の
浮
桟
橋
直
下
に
ク
エ
の
放
流
種
苗
の
受
け
皿

と
し
て
貝
藻
く
ん
や
保
護
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
〇
二
二
年
十
二
月
、
ク
エ
種
苗
の
放
流

が
行
わ
れ
た
十
四
日
後
に
潜
水
観
察
す
る
と
、
ク
エ
種

苗
が
貝
藻
く
ん
の
内
部
や
周
囲
、
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
貝
殻

基
質
の
間
に
隠
れ
、
多
く
の
種
苗
が
残
っ
て
い
る
様
子

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
浮
桟
橋
直
下

に
は
影
が
で
き
る
の
で
、

魚
を
集
め
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
浮
桟
橋
な
ど

の
漁
港
施
設
に
貝
藻
く

ん
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
こ
と
に
よ
り
、
ク
エ

種
苗
へ
の
保
護
育
成
効

果
が
一
層
高
ま
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

◎
放
流
保
護
育
成
礁
の
開
発

　
二
〇
二
一
年
十
一
月
号
の
「
漁
連
だ
よ
り
」
で
も
ご

紹
介
し
ま
し
た
、
ク
エ
種
苗
の
放
流
用
の
受
け
皿
礁
と

し
て
開
発
し
て
い
た
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
「
放
流
保
護
育
成

礁
」
の
実
証
試
験
が
終
了
し
、
製
品
の
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
度
か
ら
三
年
間
、
水
槽
実
験
や

長
崎
県
内
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
か
ら
得
た
技
術
の
集

大
成
で
す
。

　
初
め
て
自
然
界
に
放
た
れ
る
ク
エ
種
苗
は
放
流
保
護

育
成
礁
の
近
く
で
は
、
素
早
く
礁
内
へ
隠
れ
よ
う
と
す

る
※
の
で
、
外
敵
に
襲
わ
れ
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
放
流
保
護
育
成
礁
に
は

エ
ビ
類
や
カ
ニ
類
な
ど
が
多
く
増
殖
す
る
貝
殻
基
質
を

使
用
し
て
い
る
の
で
、
人
工
飼
料
で
育
っ
て
き
た
ク
エ

種
苗
が
天
然
の
餌
料
動
物
を
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

（
※
放
流
直
後
の
動
画
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
）

購
販
部　
購
買
課

「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」に
よ
る
ク
エ
の
集
魚
効
果

「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」に
よ
る
ク
エ
の
集
魚
効
果

　

県
内
に
設
置
さ
れ
た
貝
殻
魚
礁
「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」
で
は
、幼
魚
か
ら
大
型
魚
ま
で
様
々

な
サ
イ
ズ
の
ク
エ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
は
ク
エ
種
苗
の
放
流

用
の
受
け
皿
礁
の
開
発
、
商
品
化
を
行
い
、
県
内
で
ご
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
ク

エ
の
集
魚
効
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。貝藻くんのすき間に隠れるクエ種苗

放流保護育成礁
（幅 1.0m、奥行 1.65m、礁高 0.73m）

放流保護育成礁
（幅 1.0m、奥行 1.65m、礁高 0.73m）



（4）
　
こ
の
放
流
保
護
育
成
礁
は
幅
一
ｍ
、
奥
行
一
・
六
ｍ
、

高
さ
〇
・
七
ｍ
、
重
量
四
五
〇
㎏
の
小
型
の
礁
も
あ
る

の
で
、
漁
業
者
自
ら
漁
船
ク
レ
ー
ン
で
設
置
可
能
で
す
。

県
内
で
は
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
新
上
五
島
町
や
対
馬
市
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

放流保護育成礁に逃げ込むクエ種苗

こちらから
←放流直後の様子が
　視聴できます

【
ク
エ
幼
魚
の
集
魚
事
例
】

　
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
プ
ラ
ス
一
・
〇
型
（
以
下
、保
護
礁
）

は
、
県
営
事
業
の
増
殖
礁
と
し
て
浅
場
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
潜
水
調
査
を
す
る
と
、
保
護
礁
周
辺
に
は
全

長
二
十
～
四
十
㎝
程
度
の
ク
エ
幼
魚
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
ダ
イ
バ
ー
が
近
づ
く
と
、
ク
エ
幼
魚
は
珍
奇
な
生

物
を
警
戒
し
て
い
る
の
か
、
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
こ

ち
ら
の
様
子
を
伺
う
行
動
が
良
く
み
ら
れ
ま
す
。
ク
エ

幼
魚
が
保
護
礁
に
住
み
付
け
ば
、
生
長
し
た
ク
ロ
メ
な

ど
の
海
藻
に
近
づ
く
ア
イ
ゴ
や
イ
ス
ズ
ミ
に
対
し
て
の

抑
制
効
果
も
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生長したクロメ種苗

クエ幼魚

【
ク
エ
成
魚
の
集
魚
事
例
】

　
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
魚
礁
は
、
県
営
事
業
や
対
馬
市
事
業

の
魚
礁
と
し
て
、
沖
合
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
海
市
崎
戸
江
ノ
島
南
沖
合
の
水
深
七
十
ｍ
の
シ
ェ

ル
ナ
ー
ス
六・
〇
型
や
対
馬
市
上
県
町
佐
護
地
先
の
水

深
七
十
六
ｍ
に
設
置
さ
れ
た
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
一
〇・
〇

型
に
は
、
全
長
六
十
～
百
二
十
㎝
の
ク
エ
複
数
尾
が
魚

礁
内
部
や
周
囲
を
遊
泳
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

大
型
の
ク
エ
が
繁
殖
期
に
集
ま
り
雌
雄
が
遭
遇
す
る
機

会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
は
産

卵
場
と
し
て
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

シェルナース 6.0 型で確認された大型のクエ
（西海市崎戸江ノ島）

　
今
後
も
水
産
資
源
を
増
や
す
技
術
を
磨
き
、
様
々
な

ご
要
望
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
ご
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
本
会
購
買
課
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
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『
対
馬
地
区
専
務
参
事
会
研
修
会
』

『
対
馬
地
区
専
務
参
事
会
研
修
会
』

　
今
年
の
十
月
か
ら
始
ま
る「
適
格
請
求
書
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）に
お
け
る
漁
協
実
務
へ
の
影
響・対
策
」

に
つ
い
て
本
会
職
員
が
講
義
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
や
様
々
な
特
例
に
関
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
解
説
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
組
合
員
に
は
課
税
事
業
者
に
な
る
よ
う
に
推
進
す
べ
き
な
の
か
」
と
い
っ
た
質
問
が
挙
げ
ら
れ
、

「
一
概
に
課
税
事
業
者
に
な
る
よ
う
に
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
免
税
事
業
者
の
ま
ま
で
も
活
用
で
き
る
特
例
が
あ
る

た
め
、
組
合
員
の
事
業
形
態
や
個
々
の
事
例
に
応
じ
て
、
判
断
す
る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
本
課
で
は
、
定
期
的
な
研
修
会
の
開
催
や
各
地
区
及
び
単
協
か
ら
の
研
修
会
依
頼
に
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
の
で

開
催
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
是
非
ご
相
談
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
指
導
部　
指
導
課

　

さ
る
三
月
二
十
四
日
、
対
馬
市
厳
原
町
に
あ
る
共
水
連
対
馬
事
業
所
に
お
い
て
、
対
馬
地
区

専
務
参
事
会
主
催
で
本
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、
漁
船
の
海
難
事
故
（
転
覆
・
衝
突
等
）

や
海
中
転
落
等
の
事
故
に
よ
り
、
親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・
精
神
的

援
助
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
幼
児
か
ら
小
中
高
生
・
大
学
生
に
学
資
の
給
与
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に
よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
月
に
は
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
紙
上
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
個　
人
】

　
▼
川
端
昌
子
（
代
理 

川
端
京
子
）

（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
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ガ
ザ
ミ
を
採
捕
さ
れ
る
皆
様
へ

ガ
ザ
ミ
を
採
捕
さ
れ
る
皆
様
へ

長
崎
県
有
明
海
ガ
ザ
ミ
資
源
回
復
計
画
作
成
協
議
会

　
　
日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に
よ
り
広
域
資
源
管
理
の
た
め
に
講
じ
る
措
置
と
し
て
は
、
左

記
の
通
り
取
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
漁
獲
努
力
量
削
減

　
㊀�

抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
又
は
一
時
蓄
養
に
よ
り
産
卵
機
会
を
確
保
す
る
。

　
㊁�

全
甲
幅
長
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
再
放
流
。

　
㊂�

軟
甲
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
。

　
㊃�

六
月
一
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
た
も
網
そ
の
他
す
く
い
網
に
よ
る
禁
漁
。

　
※
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
も
対
象
。

（
二
）
資
源
培
養
措
置

　

�　
関
係
県
に
よ
る
積
極
的
な
種
苗
放
流
を
実
施
す
る
。

（
三
）
漁
場
保
全

　

�　
ガ
ザ
ミ
成
育
場
の
環
境
改
善
、
生
産
力
回
復
の
た
め
、
海
底
耕
耘
、
覆
砂
等
の
実
施

　
ま
た
、
各
県
自
主
規
制
を
設
け
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
※�

長
崎
県
で
は
、
全
甲
幅
長
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
型
ガ
ザ
ミ
を
再
放
流
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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県
で
は
、
水
産
業
の
発
展
を
目
指
し
、
令
和
三
年
度

か
ら
「
多
様
な
人
材
が
活
躍
し
、
環
境
変
化
に
強
い
持

続
可
能
な
水
産
業
と
賑
わ
い
の
あ
る
漁
村
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
す
る
「
長
崎
県
水
産
業
振
興
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
各
種
施
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

令
和
五
年
度
に
お
い
て
は
、
全
庁
的
重
点
テ
ー
マ
で
あ

る
『
み
ん
な
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り
』
や

『
長
崎
県
版
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
』
等
に
向
け
た
施

策
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
移
住
者
の
呼
び
込

み
や
子
育
て
世
代
の
受
入
体
制
づ
く
り
に
よ
る
漁
業
と

漁
村
を
支
え
る
人
材
育
成
、
新
漁
法
導
入
等
の
漁
業
経

営
に
お
け
る
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
推
進
、
海

や
漁
村
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た
海
業
の
創
出
、
本

県
水
産
物
の
魅
力
発
信
に
よ
る
販
売
力
強
化
と
国
内

外
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
消
費
拡
大
、
Ａ
Ｉ
・ 

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
導
入
な
ど
に
よ
る
加
工
業
の
生
産
性
向

上
や
養
殖
業
の
成
長
産
業
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
推
進
し

て
き
た
事
業
の
強
化
や
新
た
な
取
組
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
水
産
部
全
体
の
予
算
と
し
ま
し
て
は

二
百
二
十
億
三
百
五
十
九
万
円
（
う
ち
公
共
事
業
分

百
二
十
六
億
二
千
六
百
四
十
九
万
九
千
円
）
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
に
比
べ
六
億
五
百
八
十
四
万
三
千
円
の
増

（
二
・
八
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
別
添
図
添
付
】
県
内
系
統
団
体
・
漁
業
者
ほ
か
関
係

者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
、
積
極
的
な
活

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
度
　
水
産
部
の
事
業
展
開

令
和
五
年
度
長
崎
県
水
産
部
関
係
事
業
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
長
崎
県
水
産
部
関
係
事
業
に
つ
い
て

長
崎
県
水
産
部　
漁
政
課

※�国の臨時交付金等を活
　用した令和４年度補正
　予算事業

全世代の豊かで安全・安心な暮らしの確保 「長崎県版デジタル社会」
の実現

選ばれる長崎県のためのまちづくり、
戦略的な情報発信・ブランディング

重　点
テーマ

みんながチャレンジできる環境づくり
～「みなチャレ長崎」の推進～

重　点
テーマ

●
水
産
業
デ
ジ
タ
ル
力
向
上
支
援
事
業

　
生
産
性
向
上
や
業
務
効
率
化
を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用

で
き
る
人
材
の
育
成
を
支
援

●
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
促
進
事
業
（
燃
油
、配
合
飼
料
）

　
令
和
５
年
度
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
継
続
、
新
規
加
入
に

必
要
と
な
る
積
立
金
の
一
部
を
支
援

〇
水
産
基
盤
の
整
備
〈
継
続
〉

　
生
産
や
流
通
拠
点
の
漁
港
整
備
や
水
産
資
源
の
維
持
回
復
・
生
産
性
向

上
の
た
め
の
漁
場
整
備

〇
新
漁
業
取
締
整
備
強
化
対
策
事
業
費
〈
継
続
〉

　
悪
質･

広
域
化
す
る
密
漁
撲
滅
に
向
け
、
更
新
時
期
の
取
締
船
の
代
船

を
建
造
し
、
取
締
体
制
を
強
化

〇
高
級
魚
ク
エ
資
源
増
大
支
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
ク
エ
資
源
の
適
切
な
漁
獲
管
理
や
増
大
に
向
け
た
効
果
的
な
取
組
を
推

進 〇
漁
協
機
能
向
上
支
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
漁
協
が
地
域
の
中
核
的
組
織
と
し
て
課
題
解
決
や
収
益
確
保
が
で
き
る

体
制
へ
の
移
行
を
推
進

〇
離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
費
〈
継
続
〉

　
離
島
に
お
け
る
漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
の
た
め
の
実
践
的
な

取
組
を
推
進

〇
長
崎
の
特
性
に
応
じ
た
養
殖
モ
デ
ル
実
証
事
業
費
〈
継
続
〉

　
生
産
量
拡
大
の
た
め
養
殖
の
沖
合
進
出
及
び
Ａ
Ｉ･

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
導
入

等
の
先
進
的
な
生
産
体
制
を
構
築

〇
県
産
水
産
物
国
内
販
売
強
化
事
業
費
〈
拡
充
〉

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
導
入
を
通
じ
、
生
産
性
向
上
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
商

品
開
発･

供
給
体
制
を
構
築

〇
な
が
さ
き
型
マ
ー
ケ
ッ
ト･

イ
ン
養
殖
産
地
育
成
事
業
費
〈
継
続
〉

　
国
内
外
の
出
荷
先
の
要
望･

需
要
に
応
じ
て
、
経
営
体
が
連
携
し
、
計

画
的
な
生
産
を
推
進

〇
長
崎
の
さ
か
な
魅
力
発
信
事
業
費
〈
新
規
〉

　
首
都
圏
流
通
業
者
と
の
新
た
な
関
係
構
築
や
商
談
会
、
県
内
外
で
の
水

産
物
販
売･

Ｐ
Ｒ
等
を
推
進

〇
長
崎
産
水
産
物
海
外
販
路
開
拓
事
業
費
〈
継
続
〉

　

海
外
で
の
Ｐ
Ｒ
や
新
た
な
輸
出
販
路
の
開
拓
に
よ
り
、
水
産
物
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
規
模
拡
大
を
推
進

主
　
　
要
　
　
事
　
　
業

〇
海
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
た
め
、
海
業
展
開
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
態
勢

づ
く
り
を
推
進

〇
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
水
産
経
営
応
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
若
い
世
代
へ
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
経
営
指
導
、
海
業
等
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
よ
る
所
得
向
上
推
進

〇
漁
業
と
漁
村
を
支
え
る
人
づ
く
り
事
業
費
〈
新
規
〉

　
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
移
住
者
の
呼
び
込
み
や
定
着
化
、
暮
ら
し
や
す
い
漁

村
づ
く
り
を
推
進

主
　
　
要
　
　
事
　
　
業

７９，９７７ 燃油 ２０５，８９０配合 ２１４，８４７ １１，９０８，０００ ３５８，２６８ １６，５７７ ６，７８１ １，０３９，５４７ ２２，１６７ ３０，７５５ ２４，７８７ ４５，４３８ ５３，０７１ 予　算（千円） １０，２３２ ７９，６２８ １１５，４８８ 予　算（千円）

漁

政

課

燃　
　
油
：
漁　
　
政　
　
課

配
合
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料
：
水
産
加
工
流
通
課

漁

港

漁

場

課

漁

業

取

締

室

漁

業

振

興

課

漁
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課

漁

政

課

水
産
加
工
流
通
課

水
産
加
工
流
通
課

水
産
加
工
流
通
課

水
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加
工
流
通
課

水
産
加
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流
通
課

担

当

課

漁

政

課

水

産

経
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課

水

産

経
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課

担

当

課
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産
業
デ
ジ
タ
ル
力
向
上
支
援
事
業

　
生
産
性
向
上
や
業
務
効
率
化
を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用

で
き
る
人
材
の
育
成
を
支
援

●
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
促
進
事
業
（
燃
油
、配
合
飼
料
）

　
令
和
５
年
度
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
継
続
、
新
規
加
入
に

必
要
と
な
る
積
立
金
の
一
部
を
支
援

〇
水
産
基
盤
の
整
備
〈
継
続
〉

　
生
産
や
流
通
拠
点
の
漁
港
整
備
や
水
産
資
源
の
維
持
回
復
・
生
産
性
向

上
の
た
め
の
漁
場
整
備

〇
新
漁
業
取
締
整
備
強
化
対
策
事
業
費
〈
継
続
〉

　
悪
質･

広
域
化
す
る
密
漁
撲
滅
に
向
け
、
更
新
時
期
の
取
締
船
の
代
船

を
建
造
し
、
取
締
体
制
を
強
化

〇
高
級
魚
ク
エ
資
源
増
大
支
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
ク
エ
資
源
の
適
切
な
漁
獲
管
理
や
増
大
に
向
け
た
効
果
的
な
取
組
を
推

進 〇
漁
協
機
能
向
上
支
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
漁
協
が
地
域
の
中
核
的
組
織
と
し
て
課
題
解
決
や
収
益
確
保
が
で
き
る

体
制
へ
の
移
行
を
推
進

〇
離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
費
〈
継
続
〉

　
離
島
に
お
け
る
漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
の
た
め
の
実
践
的
な

取
組
を
推
進

〇
長
崎
の
特
性
に
応
じ
た
養
殖
モ
デ
ル
実
証
事
業
費
〈
継
続
〉

　
生
産
量
拡
大
の
た
め
養
殖
の
沖
合
進
出
及
び
Ａ
Ｉ･

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
導
入

等
の
先
進
的
な
生
産
体
制
を
構
築

〇
県
産
水
産
物
国
内
販
売
強
化
事
業
費
〈
拡
充
〉

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
導
入
を
通
じ
、
生
産
性
向
上
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
商

品
開
発･

供
給
体
制
を
構
築

〇
な
が
さ
き
型
マ
ー
ケ
ッ
ト･
イ
ン
養
殖
産
地
育
成
事
業
費
〈
継
続
〉

　
国
内
外
の
出
荷
先
の
要
望･
需
要
に
応
じ
て
、
経
営
体
が
連
携
し
、
計

画
的
な
生
産
を
推
進

〇
長
崎
の
さ
か
な
魅
力
発
信
事
業
費
〈
新
規
〉

　
首
都
圏
流
通
業
者
と
の
新
た
な
関
係
構
築
や
商
談
会
、
県
内
外
で
の
水

産
物
販
売･

Ｐ
Ｒ
等
を
推
進

〇
長
崎
産
水
産
物
海
外
販
路
開
拓
事
業
費
〈
継
続
〉

　

海
外
で
の
Ｐ
Ｒ
や
新
た
な
輸
出
販
路
の
開
拓
に
よ
り
、
水
産
物
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
規
模
拡
大
を
推
進

主
　
　
要
　
　
事
　
　
業

〇
海
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
た
め
、
海
業
展
開
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
態
勢

づ
く
り
を
推
進

〇
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
水
産
経
営
応
援
事
業
費
〈
新
規
〉

　
若
い
世
代
へ
の
オ
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型
経
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、
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業
等
へ
の
チ
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レ
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ジ
に
よ
る
所
得
向
上
推
進

〇
漁
業
と
漁
村
を
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る
人
づ
く
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事
業
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新
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〉

　
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
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の
呼
び
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み
や
定
着
化
、
暮
ら
し
や
す
い
漁
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づ
く
り
を
推
進

主
　
　
要
　
　
事
　
　
業
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ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
業
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
令
和

五
年
度
（
第
九
管
理
期
間
）
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
資

源
管
理
と
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
へ
の
規
制
措
置
の
概
要

に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
崎
県
に
お
け
る
第
九
管
理
期
間
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源

管
理

　
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
、
中
西
部
太
平
洋

ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
で
の
国
際
合
意
に

基
づ
き
、
我
が
国
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
管
理
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
一
月
か
ら
、

三
十
キ
ロ
未
満
の
小
型
魚
に
つ
い
て
は
平
成
十
四
年
か

ら
十
六
年
ま
で
の
平
均
漁
獲
実
績
か
ら
半
減
す
る
措
置

が
、
ま
た
、
三
十
キ
ロ
以
上
の
大
型
魚
の
漁
獲
上
限
に

つ
い
て
は
同
期
間
の
平
均
漁
獲
実
績
を
超
え
な
い
措
置

が
と
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
漁
獲
上
限

は
、
令
和
三
年
度
（
第
七
管
理
期
間
）
ま
で
、
小
型
魚

四
〇
〇
七
ト
ン
、
大
型
魚
四
八
八
二
ト
ン
と
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
四
年
度
（
第
八
管
理
期
間
）
は
、
令
和

三
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
お
い
て
大

型
魚
の
漁
獲
枠
が
十
五
％
増
で
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
都
道
府
県
管
理
枠
の
当
初
配
分
は
前
年
比
で
大
型

魚
十
一
％
増
、小
型
魚
十
六
％
増
と
な
り
ま
し
た
。（
大

臣
管
理
枠
と
の
調
整
の
結
果
、
小
型
魚
も
増
枠
）。
今

年
四
月
よ
り
開
始
し
た
令
和
五
年
度（
第
九
管
理
期
間
）

に
お
い
て
は
、
令
和
四
年
度
と
同
じ
数
量
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
一
）
海
区
別
及
び
漁
業
種
類
別
の
割
当
量

　
第
九
管
理
期
間
に
お
け
る
本
県
へ
の
当
初
配
分
は
、

小
型
魚
が
七
二
八・
九
ト
ン
（
都
道
府
県
区
分
に
お
け

る
全
国
シ
ェ
ア
三
十
五
％
）、
大
型
魚
が
一
七
三・三
ト

ン
（
同
シ
ェ
ア
十
％
増
）
と
前
年
と
同
量
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
内
五
海
区
の
漁
船
漁
業
及
び
定

置
漁
業
へ
の
配
分
量
に
お
い
て
も
前
年
と
同
量
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
数
量
を
も
と
に
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
Ｔ
Ａ
Ｃ
長
崎

県
計
画
（
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
策
定
）」
に
沿
っ

た
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

令
和
五
年
度（
第
九
管
理
期
間
）に
お
け
る

令
和
五
年
度（
第
九
管
理
期
間
）に
お
け
る

��
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
に
つ
い
て

ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
に
つ
い
て

長
崎
県
水
産
部　
漁
業
振
興
課

（表１）第９管理期間における県内５海区の漁船漁業と定置漁業における割当量※

（単位：トン）

小型魚の割当量 大型魚の割当量

海　区　／
採捕の種類 漁船漁業 定置漁業 小　　計 漁船漁業 定置漁業 小　　計

県　　南 2.598 0.100 2.698 0.300 0.854 1.154

県　　北 33.677 5.863 39.540 0.300 10.747 11.047

五　　島 120.565 17.262 137.827 0.300 20.023 20.323

壱　　岐 152.209 4.824 157.033 112.231 7.240 119.471

対　　馬 364.090 13.240 377.330 5.394 13.084 18.478

県留保枠 14.472 2.827

合　　計 728.900 173.300

※数量は海区間融通や国からの追加配分等により変更する可能性があります。
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（
二
）
漁
獲
量
の
公
表
及
び
早
期
是
正
措
置

　
本
県
は
漁
業
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
県

全
体
、
海
区
別
又
は
漁
業
種
類
別
の
漁
獲
量
が
割
当
量

の
七
割
を
超
え
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
県

Ｈ
Ｐ
等
で
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
公
表
後
は
、
同
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
関
係
漁
業
者
の
皆
様
に
は
消
化
率
七
割
、
八
割
、

九
割
の
各
段
階
に
応
じ
た
早
期
是
正
措
置（
操
業
時
間・

回
数
の
削
減
や
操
業
自
粛
（
放
流
）
等
）
を
講
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
割
当
量
を
超
過
さ
せ

な
い
よ
う
ご
対
応
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
三
）
漁
獲
報
告

　
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
平
成
三
十
年
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲
し
た
場
合
、
同
法

三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
へ
の
報
告
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
本
県
で
は
週
次
報
告
（
火
～
月
曜
の
実

績
を
火
曜
日
に
報
告
）、
月
次
報
告
（
前
月
の
実
績
を

翌
月
一
日
に
報
告
）
の
ほ
か
、
消
化
率
七
割
公
表
後
の

漁
獲
が
あ
っ
た
日
ご
と
の
報
告
等
を
ル
ー
ル
と
し
て
い

ま
す
。
本
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲
す
る
ほ
ぼ
全
て
の

漁
業
者
の
皆
様
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
を
所
属
漁
協
に
委

任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
係
漁
業
者
及
び
漁
協
の
皆
様

に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
適
時
適
切
な
漁
獲
報
告
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
参
考　
く
ろ
ま
ぐ
ろ
Ｔ
Ａ
Ｃ
長
崎
県
計
画

https://w
w

w
.pref.nagasaki.jp/shared/

uploads/2023/04/1682495143.pdf

令
和
五
年
度
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
へ
の
規
制

　
前
述
の
と
お
り
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
で
決
定
し
た
国
際
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
漁

業
者
に
対
し
厳
格
な
数
量
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
遊
漁
者
に
つ
い
て
も
、
資
源
管
理
の
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
三
年
六
月
か
ら
広
域
漁
業

調
整
委
員
会
指
示
に
よ
る
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
に
つ

い
て
は
、
令
和
五
年
四
月

一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月

三
十
一
日
が
有
効
期
間
で

あ
る
日
本
海
・
九
州
西
広
域

漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第

七
十
二
号
に
よ
り
、「
小
型

魚
の
採
捕
禁
止
」、「
大
型
魚

の
採
捕
制
限
（
一
人
一
日
あ

た
り
一
尾
ま
で
）」及
び「
採

捕
報
告
の
義
務
化
（
遊
漁

者
が
大
型
魚
を
採
捕
し
た

場
合
に
は
、
陸
揚
げ
し
五
日

以
内
に
水
産
庁
へ
報
告
す

る
こ
と
）」
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
魚
に

つ
い
て
は
、
時
期
ご
と
に
採

捕
可
能
な
数
量
が
設
定
さ

れ
、
数
量
が
超
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
は
そ
の
時
期

中
の
採
捕
禁
止
が
公
示
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。

お
わ
り
に

　
平
成
二
十
七
年
か
ら
開
始
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管

理
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
最
近
で
は
、
沿
岸
へ
の
大
量

来
遊
や
、
漁
獲
サ
イ
ズ
の
大
型
化
な
ど
、
資
源
回
復
の

兆
し
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
限
ら
れ
た
本

県
配
分
量
の
枠
内
で
の
漁
獲
と
な
る
こ
と
か
ら
、
操
業

の
自
粛
（
放
流
）
や
漁
獲
努
力
量
の
削
減
な
ど
、
関
係

漁
業
者
の
皆
様
に
大
き
な
ご
負
担
を
強
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、

国
に
対
し
て
漁
獲
枠
の
拡
大
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

海
区
間
融
通
や
県
間
融
通
に
よ
り
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
枠

の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（表２）令和５年４月から令和６年３月における大型魚の採捕可能数量

時　期 Ｒ５．４～
５月 Ｒ５．６月 Ｒ５．７月 Ｒ５．８月 Ｒ５．９～

12月
Ｒ６．１～

３月

数　量 ５トン ８トン ８トン ８トン ５トン ※

※概ね 40トンから全海区における令和５年４月１日から 12月 31日までの採捕
　数量の累計を差し引き、令和４年度の超過分（2.6 トン）を差し引いた数量。
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URL https://seibunsha.jp

（有）正文社印刷所
〒850-0874　長崎市魚の町６番６号

TEL（095）826-0211　FAX（095）825-0538







お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ
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合
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長
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市
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島
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番
二
十
七
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（
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二
九
）
二
四
一
三
　
〒
八
五
〇–

〇
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三
六

年
間
購
読
料
二
、〇
〇
〇
円
　
会
員
の
購
読
料
は
会
費
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む

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


